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第 1 章

はじめに
Digidesign 192 Digital I/O は、Pro Tools HD システ
ム用のオーディオ・インターフェイスで、16 チャ
ンネルのすべてがデジタル仕様になっています。

192 Digital I/O では、AES/EBU、S/PDIF、ADAT
Optical（ライトパイプ）、TDIF といった主要なデ
ジタル・フォーマットがサポートされているのに
加え、最大 192 kHz のサンプル・レートがサポー
トされています。

192 Digital I/O の主な特徴 

• 16×ディスクリート・デジタル入出力チャンネ
ルのそれぞれに 4 段階の LED メーターを装備
し、入出力レベルを視覚的にモニター可能。 

• 最大8ペアの入力フォーマットおよびサンプル・
レートに対して、サンプル・レートのリアルタ
イム変換機能（最大192 kHz）を装備。 

• ファクトリー・インストールされている 2 枚の
Digidesign DIGITAL I/Oカード上では、次の入力
フォーマットをチャンネル・ペア単位で切り換
えることができます。 

• シングル・ワイアー・モード：最大96 kHzの
サンプル・レートで16チャンネル×AES/EBU
I/O（24 ビット）、デュアル・ワイアー・モー
ド：最大 192 kHz のサンプル・レートで 8チャ
ンネル× AES/EBU I/O（24 ビット） 

• 最大 48 kHz のサンプル・レートで、16チャン
ネル× TDIF I/O（24 ビット） 

• 最大 48 kHz のサンプル・レートで、16チャン
ネル× ADAT Optical I/O（24 ビット） 
• これに加え、筐体に次の3セットのポートが内蔵
されています。 

• 最大 96 kHz のサンプル・レートに対応した2
チャンネル× S/PDIF I/O（24 ビット） 

• 最大 96 kHz のサンプル・レートに対応した2
チャンネル× AES/EBU I/O（24 ビット） 

• 最大 48 kHz のサンプル・レートに対応した8
チャンネル× ADATOptical I/O（24ビット）、
最大 96 kHz のサンプル・レートに対応した2
チャンネル× S/PDIFOptical I/Oに切り換え可
能 

• 外部クロック信号の入出力（EXT. CLOCK
IN/OUT）ポートを備えており、1x ワード・ク
ロックまたは 256x スレーブ・クロックで作動す
る外部機器とのシンクが可能 

• Pro Tools 24 MIX シリーズ用オーディオ・イン
ターフェイス（弊社推奨機種のみ）との接続用
にLEGACY PERIPHERAL ポートを装備 

• 複数台のProTools HDオーディオ・インターフェ
イスを同時使用することで、システムのI/Oチャ
ンネル数を拡張可能詳細については、『拡張シ
ステム・ガイド』を併せて参照してください。

パッケージの付属品 

• 192 Digital I/O 

• AC 電源ケーブル 

• DigiLink ケーブル：46 cm（1.5 フィート） 

• BNC ケーブル：46 cm（1.5 フィート）
第 1 章：はじめに 1
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システム要件
Digidesign 192 Digital I/O を使用するには、弊社で
推奨している Pro Tools HDシステムが必要です。

互換性について

デジデザインでは、ハードウェアおよびソフト
ウェアについて、一定の基準で動作確認作業を
行っており、動作確認がとれている製品に対して
のみ互換性を保証し、サポートを提供しておりま
す。

コンピューターの OS やハードディスクを含め、
サード・パーティ製品との互換性に関する最新情
報については、弊社のWebサイトでご確認くださ
い（www.Digidesign.co.jp/japan/compato）。

ユーザー登録のお願い
パーッケージに同封のユーザー登録カードをご覧
のうえ、ユーザー登録の手続きをオンラインで行
なってください。弊社でテクニカル・サポートお
よびアップデートを提供させていただくのは、正
規登録ユーザーに制限させていただきます。新規
ユーザーとしての大切な手続きですので、今すぐ
ご登録ください。

本書について
本書では、192Digital I/Oが備えている特徴と機能
の概要について説明します。

Pro Tools HD システムとの接続方法、および設定
方法の詳細については、『Pro Tools HD スタート
アップ・ガイド』を併せて参照してください。

また、オーディオ・インターフェイス上のI/O ポー
トと Pro Toolsのソフトウェア上の I/Oパスをルー
ティングする方法については、『Pro Tools リファレ
ンス・ガイド』を参照してください。
192 Digital I/O ガイド
凡例

本書では、メニュー・アイテムの選び方やマウス
の操作方法を簡略化するために、次のような方法
で表記しています。

文中のアイコン

表記法 操作法

［ファイル
（File）］＞
［上書き保存
（Save）］

［ファイル］メニューから［上書
き保存］コマンドを選ぶ

Control+N Controlキーを押しながら、N
キーを押す

Control-
クリック

Controlキーを押しながら、マウ
スボタンをクリックする

右クリック
（Windows）

Windows システムで、右側のマ
ウスボタンをクリックする

システムを使ううえで、ヒントになるよう
なポイントを紹介しています。

システムの性能やデータに影響がある場
合など、とくに注意すべき点を記載してい
ます。

コンピューターのキーボードやマウスを
使ったショートカットを紹介しています。

その他のユーザーズ・ガイドを含め、関連
する章や節を記載しています。



www.digidesign.com について
弊社の Web サイト（www.digidesign.com）では、
皆様にProToolsを最大限に活用していただけるよ
う、さまざまな情報を提供させていただいており
ます。ご提供させていただいているサービスの一
部を、ここでご紹介させていただきます。

ユーザー登録：お買い上げいただいた製品につい
て、ユーザー登録の手続きをオンラインでしてい
ただけます。登録方法については、パッケージに
同梱されているユーザー登録カードに記載されて
います。

サポート：弊社のテクニカル・サポートやカスタ
マー・サービスへのお問い合わせ、ソフトウェア・
アップデートや最新版オンライン・マニュアルの
ダウンロード、システム要件や互換性情報の閲覧、
Answerbase の検索、Pro Tools のユーザー・コン
ファレンスへの参加など、さまざまなサービスを
提供しております。

トレーニング＆エデュケーション：ProTools の認
定オペレーターまたはエキスパートとしての資格
を得る、オンラインで独学する、認定 Pro Toolsト
レーニング・センターに応募するといった方法に
ついて情報を提供しています。

製品のご案内およびデベロップメント・パート
ナーのご紹介：弊社製品のご案内をはじめ、デモ
版ソフトウェアのダウンロード配布、デベロップ
メント・パートナーによるプラグイン、アプリケー
ション、およびハードウェアをご紹介しています。

ニュースおよびイベント：Pro Tools の製品説明会
やデモについての最新情報を提供しています。

このほかにも ProToolsに関する情報が満載されて
おりますので、弊社Webサイトに是非アクセスし
てください（www.digidesign.com）。
第 1 章：はじめに 3
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第 2 章

192 Digital I/Oの概要

この章では、192 Digital I/Oのフロントとリアの両パネルに用意されている機能ついて説明します。
192 Digital I/O のフロント・パネル

インストール方法と基本設定方法の詳細については、『Pro Tools HD スタートアップ・ガイド』
を参照してください。また、192 Digital I/O を既存のシステムに追加する方法については、『拡張
システム・ガイド』を併せて参照してください。
192 Digital I/O のフロント・パネル
電源スイッチと LEDリング

このスイッチでは、192Digital I/Oの電源のオン／
オフを切り換えます。電源スイッチのまわりには
環状の LED が用意されており、192 Digital I/O が
正しく起動し、接続している Pro Tools HDシステ
ムが起動している場合は、緑色に点灯します。こ
のLEDがオレンジ色に点灯した場合は、192Digital
I/O に電源が入っていながら、192 Digital I/O を接
続しているコンピューターに電源が入っていない
ことを示します。
［SAMPLE RATE］LED

このLED には、192 Digital I/Oの内蔵クリスタル・
オシレーターが発振しているサンプル・レートが
表示されます（44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、
176.4 kHz、または192 kHz）。サンプル・レートに
ついては、Pro Toolsの新しいセッションを開始す
る際、もしくは、いずれのセッションも開いてい
ない場合は、［ハードウェア設定（Hardware Setup）］
または［プレイバックエンジン（Playback Engine）］
のいずれかのダイアログで設定できます。
第 2 章：192 Digital I/O の概要 5
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［LOOP MASTER］LED

複数台の Pro Tools HD オーディオ・インターフェ
イスを使用している場合、ループ・マスターとし
て作動しているオーディオ・インターフェイスの
［LOOP MASTER］LEDが点灯します。デフォルト
では、Pro Tools HD のプライマリー（コア）カー
ドに最初に接続しているProTools HDオーディオ・
インターフェイスがループ・マスター・ペリフェ
ラルとして設定されます。Pro Tools HD（PCIe）で
は、Accel Core カードがこれに相当します。また
Pro Tools HD（PCI）では、HD Core カードがこれ
に相当します。ProTools HDシステム内のいずれか
1 台オーディオ・インターフェイスの［LOOP
MASTER］LED がつねに点灯します。

拡張システムでは、ループ・マスターとして機能
するのは、いずれか 1台の Pro Tools HD オーディ
オ・インターフェイスにかぎられます。いずれか
の Pro Tools HD オーディオ・インターフェイス、
または SYNC I/O 上で、外部機器に対して出力し
ているクロック・ソースを変更した場合は、クロッ
ク・ソースを変更した Pro Tools HD ペリフェラル
（オーディオ・インターフェイスまたはSYNC I/O）
がループ・マスターに自動的に切り換わり、チェー
ン上のこれ以外の Pro Tools HD ペリフェラルが
ループ・スレーブ・モードで作動します。

［SYNC MODE］LED

［SYNCMODE］LED では、Pro Tools 側で設定し
ているクロック・ソースを識別できます。ProTools
の［クロックソース（Clock Source）］を切り換え
ると、［SYNCMODE］LED の表示に反映されます。

［SYNC MODE］LEDは、クロック・ソースの設定
に応じて、次のように表示が変化します。

INT（内部／ Internal）：192 Digital I/O の標準ク
ロック・モードとなります。このモードでは、セッ
ションで設定しているサンプル・レートに応じて、
192 Digital I/O内蔵のクリスタル・オシレーターに
よってサンプル・クロックが発振されます。
192 Digital I/O ガイド
DIG（Digital）：AES/EBU、TDIF、Optical（ADAT）、
またはS/PDIFのいずれかの形式の外部機器がシス
テム・クロックの供給源となっていることを示し
ます。

LOOP：別の Pro Tools HD オーディオ・インター
フェイスがループ・シンクのマスターとして作動
し、このマスターに対して 192 Digital I/O がスレー
ブとして作動していることを示します。

EXT（外部／ External）：192 Digital I/O のリア・パ
ネルに用意されているEXT.CLOCK INポートを通
して、外部のクロック信号にシンクしていること
を示します。外部から入力する、または外部に対
して出力するクロック信号については、ワード・
クロックのレートと同じである必要はありませ
ん。

詳細については、『Pro Tools HD スタートアップ・
ガイド』を参照してください。

メーター

16 チャンネルのそれぞれには 4 段階の LED が用
意されており、信号レベルを視覚的にも確認でき
ます。上段（INPUT）には入力レベルが表示され、
下段（OUTPUT）には出力レベルが表示されます。
この 4 段階は、－ 42 dB、－ 18 dB、－ 6 dB、およ
び 0 dBにそれぞれキャリブレートされています。

“0 dB”とクリッピングを混同しないよう
にしてください。信号にクリッピングが生
じているかどうかについては、Pro Tools
の画面上のメーターで確認できます。



192 Digital I/O のリア・パネル
192 Digital I/Oのリア・パネルには、次のような機能が用意されています。
192 Digital I/O のリア・パネル

ベイ2：DIGITAL I/O（192 DIGITAL）カード（チャンネル9 ～ 16）

ベイ1：DIGITAL I/O（192DIGITAL）カード（チャンネル 1 ～8） 筐体内蔵ポート
2 枚の DIGITAL I/O カードがファクトリー・イン
ストールされているのに加え、筐体内蔵ポートが
用意されており、入力と出力を接続できます。192
Digital I/Oでは、ベイ 3 およびベイ 4（リア・パネ
ルの中央）を拡張ベイとして使用することはでき
ません。

DIGITAL I/Oカード

192 Digital I/Oには、入出力の仕様が同じの2枚の
DIGITAL I/O カードが装備されています。それぞ
れのカードでは、16 の I/O チャンネルのうち、8
チャンネルの入出力を接続できます。上段のカー
ド（ベイ1）ではチャンネル1～ 8、下段のカード
（ベイ 2）では、チャンネル 9 ～ 16 のそれぞれを
接続します。

DIGITAL I/O カードの入力には、サンプル・レー
トのリアルタイム変換機能が用意されています。
たとえば、44.1kHz のオーディオ信号を 96 kHzの
セッションに流し込むことができます。

AES/EBU と TDIF の両フォーマットには、それぞ
れの DB-25 コネクターが用意されているほか、
ADAT Optical には、IN と OUT のペアが用意され
ています。詳細については、『付録B：DB-25コネ
クターのピン配列』を参照してください。
TDIF と ADAT Optical の両フォーマットでは、48
kHz の出力が上限となります。 これに対して
AES/EBU フォーマットでは、44.1 kHz ～ 192 kHz
の範囲のサンプル・レートで出力できます。

サンプル・レートのリアルタイム変換機能
について

それぞれの DIGITAL I/O カードには、サンプル・
レートのリアルタイム変換機能を備えたチップが
ハードウェア・ベースで装備されており、Pro Tools
のセッションで設定しているサンプル・レートに
応じて、サンプル・レートの異なるオーディオ信
号をリアルタイムで変換しながら取り込むことが
できます。

サンプル・レートの変換機能については、チャン
ネル・ペア単位でオン／オフを切り換えることが
できます。この機能をオフに設定した場合は、デ
ジタル情報がサンプル・レート変換チップを完全
に素通りすることになります。
第 2 章：192 Digital I/O の概要 7
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デジタル・フォーマット

AES/EBU I/O：それぞれのカードには、AES/EBU
I/O 用の DB-25 コネクターが用意されており、8
チャンネルの入出力を接続できます。AES/EBU
フォーマットの 4 つのチャンネル・ペアは、3 芯
のバランス接続になっており、シングル・ワイ
アー・モードでは最大 96 kHz、デュアル・ワイ
アー・モードでは最大192 kHz で出力できます。

AES/EBUフォーマットでは、それぞれのDIGITAL
I/Oカードで最大 192 kHzの信号を入力でき、セッ
ションのサンプル・レートに合わせてダウンサン
プリングできます。

デュアル・ワイアー・モードでは、単独のチャン
ネルのデジタル・オーディオ・データを伝送する
ために 2ピンを、2 チャンネルを伝送するために 4
ピンを使用します。デュアル・ワイアー・モード
は、AES/EBU のDB-25 コネクターだけでサポート
されています。

192 kHzのデジタル・オーディオ・データを入力す
るには、1 枚のカードにつき最大 4 チャンネルと
なり、2 枚のカードで 8 チャンネルとなります。

TDIF I/O：それぞれのカードには、TDIF I/O 用の
DB-25 コネクターが用意されており、8 チャンネ
ルの入出力を接続できます。このポートは、TDIF
の標準ピン配列に準拠しています。詳細について
は、『付録 B：DB-25コネクターのピン配列』を参
照してください。

ADAT IN/OUT：それぞれのカードには、ADAT
Optical フォーマットの IN/OUT のペアが用意され
ており、8チャンネルの 24 ビット信号を入出力で
きます。

ADAT OUTポートでの出力については、48kHzの
サンプル・レートが上限となります。筐体内蔵の
OPTICAL OUTポートとは異なり、ADAT OUTポー
トを S/PDIF Optical に切り換えることはできませ
ん。
192 Digital I/O ガイド
ライトパイプ対応機器について

ADAT Optical（ライトパイプ）は、Alesis社によっ
て開発されたもので、8 チャンネルのデジタル・
オーディオのオプティカル接続用に業界標準の規
格となっています。この規格は、ADAT を含め、
MDM（モジュラー・デジタル・マルチトラック）
やサウンド・カード、AD/DAコンバーター、デジ
タル・ミキサーなどで、幅広く採用されています。

筐体内蔵コネクター

192 Digital I/Oのリア・パネルの右半分には、筐体
内蔵のコネクターが用意されており、これらを取
りはずすことはできません。

ここには、2チャンネルのS/PDIF IN/OUT、2チャ
ンネルの AES/EBU IN/OUT、および 8チャンネル
の OPTICAL IN/OUT が、ファクトリー・インス
トールされているDIGITAL I/O カード上のポート
とは別に用意されています。これらのポートは 192
Digital I/O のシャーシと固定接続されており、Pro
Toolsの画面には、“AES/EBU [Encl]”“SPDIF [Encl]”
“Optical（ADAT）[Encl]”とそれぞれ表示されま
す。“[Encl]”と表示されるポートは筐体内蔵の
ポートを指し、DIGITAL I/O カード上のポートと
区別できます。

これに加え、LOOP SYNC ポートのほか、ProTools
HDシステムとの連結用ポート、別のオーディオ・
インターフェイスを接続するポートが用意されて
います。

AES/EBU IN/OUT

この IN と OUT のペアには、3 芯の XLR コネク
ターをバランス接続でき、最大 96 kHz のサンプ
ル・レートで、ステレオ 24 ビットのデジタル・
データ・ストリームを入出力できます。

DIGITAL I/Oカード上の AES/EBU I/Oポートとは
異なり、筐体内蔵のAES/EBU IN/OUT ポートでは
デュアル・ワイアー・モードはサポートされてお
らず、サンプル・レートのリアルタイム変換機能
も用意されていません。



S/PDIF IN/OUT

この INと OUT のペアは、2 芯の RCAコネクター
（アンバランス接続）の仕様になっており、S/PDIF
方式のデジタル・データ・ストリームを入出力で
きます。S/PDIF 方式では、最大 24 ビットのオー
ディオ信号を最大 96 kHzのサンプル・レートでや
り取りできます。S/PDIF 方式のデータ伝送時に生
じる可能性のある、RF 信号による干渉を防止する
ためにも、75Ωの同軸ケーブルを使用してくださ
い。

OPTICAL IN/OUT

OPTICAL IN と OPTICAL OUT の両ポートは、2
チャンネル（ステレオ）のS/PDIF Optical 入出力、
または3番目の 8チャンネル× ADATOptical 入出
力として使用できます。

S/PDIF Optical モードでは、2 チャンネルのオプ
ティカル信号を最大 96 kHz のサンプル・レートで
やり取りできます。これに対して ADAT Optical
モードでは、サンプル・レートの上限が 48 kHzに
なります。また、DIGITAL I/O カード上の ADAT
IN/OUT ポートとは異なり、筐体内蔵の OPTICAL
IN/OUT ポートには、サンプル・レートのリアルタ
イム変換機能は用意されていません。

LOOP SYNC IN/OUT

HD シリーズのオーディオ・インターフェイスで
は、ループ・シンクというクロック信号によって
相互にシンクをとります。ループ・シンクでは、
44.1 kHzまたは 48 kHzのワード・クロック信号が
“ベース”サンプル・レートとして使用されます。
ループ・シンクでは、44.1 kHz または 48 kHz の
ベース・レートで作動しながら、この整数倍のハ
イ・サンプル・レートに対処できます。

LOOP SYNC IN/OUTポートは標準BNCコネクター
の仕様になっており、“1 倍”のループ・シンク・
クロック信号が入出力されます。ループ・シンク
は、複数台の Pro Tools HD ペリフェラルを連結し
て使用する場合にかぎって使用します。
EXT. CLOCK IN/OUT

EXT. CLOCK IN/OUT ポートは標準 BNC コネク
ターの仕様になっており、ワード・クロック信号
が入出力されます。このポートを使うと、ワード・
クロックに対応した外部機器との間で、192 Digital
I/Oのシンクをとることができます。

EXT. CLOCK IN ポートで受信する信号について
は、［ハードウェア設定（Hardware Setup）］ダイア
ログの［クロックソース（Clock Source）］で選択
します。EXT. CLOCK OUT ポートから出力する信
号については、［ハードウェア設定（Hardware
Setup）］ダイアログの［外部クロック出力（Ext.
Clock Out）］で選択します。

AC電源

このコネクターには、標準 AC 電源ケーブルを接
続できます。192 Digital I/O の電源は各国の電圧
（100V～ 240V）に応じて自動的に切り換わり、標
準コンセントに接続して使用できます。

PRIMARY PORT

PRIMARYPORTでは、192Digital I/OをAccelCore、
HD Core、HDAccel、または HD Process カードに
DigiLinkケーブルで接続します。また、PRIMARY
PORT を別の Pro Tools HD オーディオ・インター
フェイスの EXPANSION PORT と接続することも
できます。

PRIMARY PORT では、ProTools HDカード（また
は別のオーディオ・インターフェイス）との間で
32チャンネルのデータをDigiLinkケーブルを通し
て送受信します。複数台のオーディオ・インター
フェイスを使用する場合は、チャンネル 17 ～ 32
のデータが、EXPANSION PORT または LEGACY
PERIPHERAL ポートを通して次のオーディオ・イ
ンターフェイスに伝送されます。

LOOP SYNC と EXT. CLOCKの両ポート
では、重要なタイミング・データがやり取
りされるため、高品質の RG-59 ケーブル
（75Ω）を使って接続することが大切です。
第 2 章：192 Digital I/O の概要 9
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DigiLink ケーブルの仕様

DigiLink ケーブルには、長さに応じて 5 種類のバ
リエーションが用意されています。 

• 18 インチ（46cm）：それぞれのオーディオ・
インターフェイスに付属 

• 12 フィート（3.6m）：それぞれのPro Tools HD
カードに付属  

• 25 フィート（7.62 m） 

• 50 フィート（15.25m）：192 kHzのセッショ
ンでは、最長のケーブルとしてサポート（別
売） 

• 100 フィート（30.5 m）：96kHzのセッション
では、最長のケーブルとしてサポート（別売）

EXPANSION PORT

EXPANSION PORT では、192 Digital I/Oと別の Pro
Tools HDオーディオ・インターフェイスを接続し
ます。このポートでは、チャンネル17 ～ 32のデー
タが次のオーディオ・インターフェイスに対して
伝送されます。このポートは、192 Digital I/O の
PRIMARY PORT を Pro Tools HD カードに接続し
ている場合にかぎり使用できます。つまり、192
Digital I/Oの PRIMARY PORT を別のオーディオ・
インターフェイスの EXPANSION PORT に接続し
ている場合は、192 Digital I/OのEXPANSIONPORT
を使用することはできません。この点について
は、10 ページの『LEGACY PERIPHERAL と
EXPANSION PORT の両ポートの制限』を併せて
参照してください。

LEGACY PERIPHERAL

このポートでは、デジデザイン製 MIX シリーズ・
オーディオ・インターフェイスを192 Digital I/Oに
接続できます。8 チャンネル仕様のオーディオ・イ
ンターフェイス（888/24および 882/20）では2台、

DigiLink ケーブルの詳細については、弊社
のWeb サイト（www.digidesign.com）で
ご確認ください。
192 Digital I/O ガイド
16 チャンネル仕様のオーディオ・インターフェイ
ス（1622 I/O および 24-bit ADAT Bridge I/O）では
1 台を、MIX シリーズのオリジナル・ケーブルで
接続し、拡張 I/O として使用できます。

ProTools側で LEGACYPORTを有効に切り換える
と、MIX シリーズの 17 ～ 32の I/O チャンネルが
Pro Tools側に表示されます。

詳細については、『Pro Tools HD スタートアップ・
ガイド』を参照してください。

LEGACY PERIPHERALと EXPANSION PORT
の両ポートの制限

LEGACYPERIPHERALとEXPANSION PORTの両
ポートでは、チャンネル 17 ～32を使用するため、
一度に使用できるのは、ひとつのポートに制限さ
れます。

MIX シリーズのオーディオ・インターフェイス
（レガシーI/O）では、48 kHzがサンプル・レート
の上限になるため、セッションのサンプル・レー
ト が こ れ よ り も 高 い 場 合 は、LEGACY
PERIPHERAL ポートを使用できません。

ACCESSORY PORT

このポートには、現在では何の機能も用意されて
いません。

Pro Tools HD システムへの
インストールと基本設定の方法
192 Digital I/O を Pro Tools HD システムにインス
トールする方法、および基本設定方法の詳細につ
いては、『Pro Tools HD スタートアップ・ガイド』
を参照してください。

EXPANSION PORTと LEGACY
PERIPHERAL の両ポートの詳細について
は、『Pro Tools HD スタートアップ・ガイ
ド』および『拡張システム・ガイド』を併
せて参照してください。



付録 a

I/O カードの取りはずしと装着の方法
I/O カードの取りはずし
192Digital I/Oに装着されているカードに万一不具
合が生じた場合は、弊社での修理のために、問題
のカードを取りはずすことができます。Pro Tools
HD システムはモジュラー構成になっている性質
上、192Digital I/O のユニット全体を修理に出す必
要なく、問題のカードだけを取りはずして弊社に
ご送付いただけます。

192Digital I/Oから1枚のカードを取りはずしても、
Pro Tools HD システムの全体はそのまま作動しま
す。ただし、ファクトリー・インストールされて
いるカードを2枚以上取りはずすと作動しません。

192 Digital I/Oから I/O カードを取りはずすには：

1 192 Digital I/O の電源を切り、Pro Tools HD シ
ステムと接続しているケーブルを取りはずし
ます。

2 192 Digital I/O のアースが適切にとられている
ことを確認します。

3 まずトップ・カバーの隅にある 16個のネジを
Phillips 型の小型ドライバーで取りはずし、次
にトップ・カバーをはずします。取りはずした
ネジを安全な場所に保管し、紛失しないよう
に注意してください。

192 Digital I/Oのカード類、または内部の部
品を取り扱う場合は、まず電源部の金属部
分に手を触れ、身体や衣服が帯電している
静電気を取り除くようにしてください。
4 リア・パネルの目的のカードの表面カバーに
ある 5つのネジを取りはずします。

5 カードの端から 50 ピン・コネクターをゆっく
りと引き抜きます。

6 親指と人差し指でカードの縁をつかみ、カー
ドを抜き取ります。この際、カード裏面の部品
が 192 Digital I/Oのリア・パネルと接触しない
よう、カードを少しだけ持ち上げながら、まっ
すぐに抜き取ります。

7 取りはずしたカードを帯電防止用袋に入れ、
弊社のカスタマー・サポートからの指示に
従ってご送付ください。

カードを抜き取る際には、カード表面の部
品がほかの部品、およびリア・パネルに接
触しないように、とくに注意してくださ
い。

I/O カードを抜き取る

カードを抜き取る際には、カード表面の部
品がほかの部品、およびリア・パネルに接
触しないように、とくに注意してくださ
い。
付録A：I/O カードの取りはずしと装着の方法 11
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［ハードウェア設定（Hardware Setup）］
ダイアログの変更

I/O カードを取りはずすと、［ハードウェア設定
（Hardware Setup）］ダイアログの該当する設定項目
が“なし（None）”に切り換わります。残りの項目
には変化はなく、通常どおりに作動します。

I/O カードの装着方法

I/Oカードを装着し直すには：

1 192 Digital I/O の電源を切り、Pro Tools HD シ
ステムと接続しているケーブルを取りはずし
ます。

2 192 Digital I/O のアースが適切にとられている
ことを確認します。

3 まずトップ・カバーの隅にある 16個のネジを
Phillips 型の小型ドライバーで取りはずし、次
にトップ・カバーをはずします。

4 目的のカードが 192 Digital I/Oに接続されてい
る場合は、11ページの『I/O カードの取りはず
し』を参照してください。

5 電源部の金属部分に手を触れ、身体や衣服が
帯電している静電気を取り除きます。精密な
電子部品を取り扱う際には、この作業を何度
か繰り返して行うことをお勧めします。

6 拡張ベイの中でガイド・レールの場所を確認
します。カードをインストールする際、この
ガイド・レールに沿って滑り込ませることに
なります。  
192 Digital I/O ガイド
.

7 カードの端を左右のガイド・レートに滑り込
ませます。I/O カードの表面プレートが 192
Digital I/Oのリア・パネルと接触する直前まで、
カードを押し込みます。

8 カードの表面カバーを 5つのネジで 192Digital
I/O のリア・パネルと固定します。

9 50 ピン・ケーブルの中央にある凸部分の場所
を確認します。このケーブルは 192 Digital I/O
のシャーシと接続されています。この凸部分
は 50 ピン・ケーブルの一方にあり、カード側
の 50 ピン・コネクターの凹部分と符合するよ
うになっています。

ベイが空いている様子。側面にガイド・レールが
用意されている

カードの端をガイド・レールに合わせる



10 ケーブル側とカード側の両コネクターを接続
します。ケーブル側の凸部分とカード側の凹
部分が確実に接触するように注意してくださ
い。この際、コネクターのピンに無理な力が加
わらないように注意してください。

11 192 Digital I/O のトップ・カバーを取りつけ、
16 本のネジを締めます。

12 192 Digital I/O をPro Tools HDシステムに接続
します。

13 電源スイッチを押します。

14 192 Digital I/O に電源を入れると、電源スイッ
チの LEDがオレンジ色に点灯するはずです。

15 コンピューターを起動します。

ケーブル側の凸部分とカード側の凹部分が符合する
ことを確認する

ケーブル側とカード側の両 50 ピン・コネクターを
接続する
16 コンピューターを起動すると、192 Digital I/O
の電源スイッチの LED リングがオレンジ色か
ら緑色に変化するはずです。このように変化
しない場合は、13 ページの『トラブルシュー
ティング』を参照してください。

17 Pro Tools を起動します。

18［設定（Setup）］＞［ハードウェア ...
（Hardware...）］を選びます。装着したカードが
［ハードウェア設定（Hardware Setup）］ダイア
ログに表示されない場合は、いったん電源を
切り、192 Digital I/O 内部のカードとケーブル
の装着状況を再確認してください。

トラブルシューティング  

◆ コンピュ［タ［を起動した時点で、192 Digital
I/O の電源スイッチのLED リングがオレンジ色
から緑色に変化しない場合は、リア・パネルの
PRIMARY PORT に DigiLink ケ［ブルをもう一
度接続していることを確認してください。 

◆ DigiLinkケーブルが確実に固定され、HDカード
にケーブルのもう一方が接続されている場合
は、カードの増設作業の間にもう 1 本の 50 ピ
ン・ケーブルを間違って取りはずしている可能
性があります。

［ハードウェア設定（Hardware
Setup）］ダイアログの変更

I/Oカードを取りはずしたり、もう一度装着したり
すると、［ハードウェア設定（Hardware Setup）］ダ
イアログの設定内容がデフォルトの状態にリセッ
トされます。
付録A：I/O カードの取りはずしと装着の方法 13
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付録 b

DB-25 コネクターのピン配列
AES/EBU

1-2�
RCV

CH12_RCV_HOT 24

12

25

10

23

11

21

9

22

7

20

8

18

6

19

4

17

5

15

3

16

1

14

2

13

26

27

CH12_RCV_COLD

CH12_RCV_GND

3-4�
RCV

CH34_RCV_HOT

CH34_RCV_COLD

CH34_RCV_GND

5-6�
RCV

CH56_RCV_HOT

CH56_RCV_COLD

CH56_RCV_GND

7-8�
RCV

CH78_RCV_HOT

CH78_RCV_COLD

CH78_RCV_GND

1-2�
XMT

CH12_XMT_HOT

CH12_XMT_COLD

CH12_XMT_GND

3-4�
XMT

CH34_XMT_HOT

CH34_XMT_COLD

CH34_XMT_GND

5-6�
XMT

CH56_XMT_HOT

CH56_XMT_COLD

CH56_XMT_GND

7-8�
XMT

CH78_XMT_HOT

CH78_XMT_COLD

CH78_XMT_GND

NC_1

MH1

MH2
付録B：DB-25 コネクターのピン配列 15
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TDIF
192 Digital I/O ガイド
13
25
12
24
11
23
10
22
1
14
2
15
3
16
4
17
9
21

NC=

NC=

NC=

GND_C

DB25F_RA_TDIF

GND_C

FB30

22PF

GND_A

8
20
5
18
19
6
7
26
27

1-2�
�

3-4

5-6

7-8

1-2

3-4

5-6

7-8�
�

RCV�
CLK+CTRL�

�

XMT�
CLK+CTRL�

�

R
C

V
 D

AT
A

X
M

T
 D

AT
A

CH12_RCV_DATA

GND9
MH1
MH2

GND1

CH34_RCV_DATA
GND2

CH56_RCV_DATA
GND3

CH78_RCV_DATA
GND4

CH12_XMT_DATA
GND5

CH34_XMT_DATA
GND6

CH56_XMT_DATA
GND7

CH78_XMT_DATA
GND8

RCV_LRCK
RCV_EMPHASIS

RCV_FS1
RCV_FSO

XMT_LRCK
XMT_EMPHASIS

XMT_FS1
XMT_FSO

GND_C

FB31

22PF

GND_A
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